
雑草イネ多発圃場における効果的な体系防除技術 

[要約]雑草イネ多発圃場では、5 月下旬代かき、除草剤体系処理、短稈品種等の導入に

よる効率的な手取り除草を組み合わせた体系防除を 2 カ年継続することで、土壌残存種

子量は検出不可レベルまで低下する。防除 2 年目は除草コスト・労力が削減できる。 
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１．背景・ねらい 

5 月下旬代かき、除草剤 3 回体系処理、短稈品種等の導入による効率的な手取り除草を

組み合わせた体系防除（以下、体系防除）を行うことで、雑草イネの玄米混入率及び土壌

残存種子量は大幅に低減される。しかし、1 年間の防除では雑草イネの土壌残存種子量を

検出不可レベルまで低下させることは難しい。また、除草剤 3 回体系処理はコスト・労力

がかかるため、処理回数の削減が求められている。そこで、防除を 2 カ年継続したときの

除草効果を明らかにするとともに、防除 2 年目の除草剤処理回数を削減できるかを検証す

る。 

 

２．成果の内容・特徴 

１）体系防除を 2 カ年継続して行うと、防除 1 年目以降は玄米混入率が検査規格 1 等レベ

ル(着色粒 0.1%以下）になり(表 1)、防除 2 年目には収穫後の雑草イネ土壌残存種子量

が検出不可レベルまで低減する(表 2)。 

２）2 年目は除草剤体系処理から中期剤を省略しても高い防除効果が得られ、除草を省力・

低コスト化できる(表 3)。 

３）2 年目は出穂する雑草イネの個体数は減少しているため、手取り除草回数、抜き取り

時間が削減できる(表 4)。 

 

３．成果の活用面・留意 

１）体系防除の内容及び留意事項については、平成 26 年度主要成果を参照する。 

２）中期剤の省略は、雑草イネの土壌残存種子量が 2 粒/㎡程度に減少したのを確認してか

ら行う。中期剤を省略する場合も、初期剤は移植当日～翌日、一発処理剤は移植後 7

日頃に処理する。 

３）水稲を収穫した後は、雑草イネの死滅を図るため翌春(3 月下旬頃)まで耕起しない。 

４）雑草イネの種子の寿命は 3 年程度である。土壌残存種子量が検出不可レベルまで低下

しても、防除の徹底を図るため、3 年目は 2 年目と同様の防除を行う。 

５）試験に使用した農薬は、平成 28 年 2 月 12 日現在水稲に登録のある農薬である。 

 



４．具体的データ 

表1　雑草イネの玄米混入率の推移

H25 H26(防除1年目) H27(防除2年目)

雑草イネ混入率(%) 2.3 0.001 0.0004
着色粒の検査規格 規格外 1等 1等
注1)着色粒の検査規格は、1等が0.1%以下、2等が0.3％以下、3等が0.7％以下。  

表2　雑草イネの土壌残存種子量の推移 (単位:粒/㎡)

防除前 防除後 防除前 防除後
（H26/3/24) （H26/10/28) （H27/3/2) (H27/10/20)

注1)玄米のうち、着色が確認できたものを雑草イネの種子とした。

注2)H26防除前の土壌表層の調査はH26年4月1日に実施。

注3)耕起は、H25年12月下旬、H26年4月24日、H27年3月18日に実施。H26年の防除後～H27年の防除前

　　までは耕起なし。

注4)｢-｣は不検出を表す。

H27(防除2年目)H26(防除1年目)

2.0 2.0

-

85.3 -
土壌表層(含む)
～深度5cm

土壌表層

調査土壌

10.8 - -

 
表3　除草剤の処理方法，除草効果，除草コスト

処理日 処理7日後の 資材単価

(移植後日数) 雑草イネ発生量 (円/10a）
初期剤(ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ1ｷﾛ粒剤） 5/28(+ 0) -   734

一発処理剤(ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ・ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ1ｷﾛ粒剤) 6/ 4(+ 7) - 2,646

中期剤(ｼﾒﾄﾘﾝ・ﾌﾙｾﾄｽﾙﾌﾛﾝ・ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄ1ｷﾛ粒剤) 6/11(+14) - 2,830
計 6,210

初期剤(ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ・ﾒｿﾄﾘｵﾝ1ｷﾛ粒剤) 5/29(+ 1) - 1,280
一発処理剤(ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ・ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ1ｷﾛ粒剤) 6/ 5(+ 8) - 2,690

計 3,970
注1）代かき日：H26、27年ともに5月26日。

注2）H26，27年ともに、初期剤処理前は代かきで埋土できなかった雑草イネ以外に発芽個体は認められなかった。

注3)H26、27年各薬剤処理後に薬害の発生は認められなかった。

注4)ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ1ｷﾛ粒剤（商品名：ｿﾙﾈｯﾄ1ｷﾛ粒剤)、ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ1ｷﾛ粒剤（商品名：ﾎﾞﾃﾞｰｶﾞｰﾄﾞ1ｷﾛ粒剤）、

　　ｼﾒﾄﾘﾝ・ﾌﾙｾﾄｽﾙﾌﾛﾝ・ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄ1ｷﾛ粒剤（商品名：ﾅｲｽﾐﾄﾞﾙ1ｷﾛ粒剤）、ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ・ﾒｿﾄﾘｵﾝ1ｷﾛ粒剤（商品名：ﾏｷｼｰMX1ｷﾛ粒剤)、

　　ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ･ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ1ｷﾛ粒剤　(商品名：ﾎﾟｯｼﾌﾞﾙ1ｷﾛ粒剤）。

注5)雑草ｲﾈ発生量の｢-｣は｢不検出｣を表す。

除草剤

H27
(防除2年目)

H26
(防除1年目)

年度

 
表4　手取り除草による雑草イネ抜取量及び除草時間

除草回数 除草日 抜取本数 除草時間

(回） （月/日） （本/10a）（時間/10a/人）
8.01 +0 65.3 3.8
8.07 +6 20.6 1.3

8.11 +10 2.8 0.6
計 88.7 5.7

1 8.01 +4 1.9 0.3
計 1.9 0.3

注1）除草時間はH26年は実測値、H27年は聞き取り調査結果。

年度

H26
(防除1年目)

3

H27
(防除2年目)

雑草ｲﾈの
出穂後日数

 
 

５．試験課題名・試験期間・担当研究室 

  水田雑草の効率的防除法の開発・平成 26～27 年度・作物研究室 


